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先
に
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
を
受
け
て
、
今
般
、
令
和
四

年
度
第
二
次
補
正
予
算
を
提
出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補
正
予
算
の
大
要
に

つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
は
じ
め
に
） 

日
本
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
緩
や
か
に
持
ち
直

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
足
元
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
背
景
と
し
た
国
際
的
な
原
材
料
価
格
の
上
昇
に

加
え
、
円
安
の
影
響
な
ど
か
ら
、
日
常
生
活
に
密
接
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
価
格
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
世
界

的
な
景
気
後
退
懸
念
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
十
月
二
十
八
日
に
、「
物
価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
を
閣
議
決
定
い
た

し
ま
し
た
。 

総
合
経
済
対
策
は
、
足
元
の
物
価
高
や
世
界
経
済
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
、
社
会
課
題
の
解
決
と
持
続
的
な
成
長
の

実
現
に
よ
り
日
本
経
済
を
再
生
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
第
一
に
物
価
高
騰
・
賃
上
げ
へ
の
取
組
、
第
二
に
円
安
を
活
か
し
た
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の
回
復
・
強
化
、

第
三
に
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
加
速
、
第
四
に
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
、
外
交
・
安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の



 

 

 

 

対
応
な
ど
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
へ
の
備
え
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
」
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
経
済
緊
急
対
応
予

備
費
」
を
創
設
い
た
し
ま
す
。 

総
合
経
済
対
策
に
よ
り
、
ま
ず
は
足
元
の
物
価
高
へ
の
対
応
と
日
本
経
済
の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
み
、
持
続
的
な
経
済
成

長
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
責
任
あ
る
経
済
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

（
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
） 

次
に
、
総
合
経
済
対
策
の
実
行
等
の
た
め
に
今
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
す
。 

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
総
額
で
約
二
十
八
兆
九
千
二
百
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
き
、「
物
価
高
騰
・
賃
上
げ
へ
の
取
組
」
に
係
る
経
費
に
約
七
兆
八
千
二
百
億

円
、「
円
安
を
活
か
し
た
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の
回
復
・
強
化
」
に
係
る
経
費
に
約
三
兆
四
千
九
百
億
円
、「
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
加
速
」
に
係
る
経
費
に
約
五
兆
五
千
億
円
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
、
外
交
・
安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の
対

応
な
ど
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
に
係
る
経
費
に
約
七
兆
五
千
五
百
億
円
、「
今
後
へ
の
備
え
」
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ



 

 

 

 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
」
に
三
兆
七
千
四
百
億
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
創
設

す
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
経
済
緊
急
対
応
予
備
費
」
に
一
兆
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
総
合
経
済
対
策
関

係
の
国
費
の
う
ち
一
般
会
計
分
の
金
額
は
約
二
十
九
兆
九
百
億
円
、
特
別
会
計
分
を
合
わ
せ
た
金
額
は
約
二
十
九
兆
六
千
三
百

億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
約
六
千
九
百
億
円
、
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
約
二
千
二
百
億
円
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
既
定
経
費
を
約
一
兆
八
百
億
円
減
額
し
て
お
り
ま
す
。 

歳
入
に
お
い
て
は
、
租
税
等
の
収
入
に
つ
い
て
、
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
や
雇
用
・
賃
金
の
動
向
等
を
勘
案
し
て
約
三
兆
千

二
百
億
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
外
収
入
に
つ
い
て
、
約
六
千
七
百
億
円
の
増
収
を
見
込
む
ほ
か
、
前
年

度
剰
余
金
約
二
兆
二
千
七
百
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
に
よ
っ
て
な
お
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て
、
公
債
を
約
二
十
二
兆
八
千
五
百
億
円
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
結
果
、
令
和
四
年
度
一
般
会
計
第
二
次
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
第
一
次
補
正
後
予
算
に
対
し
て
歳
入
歳
出

と
も
に
約
二
十
八
兆
九
千
二
百
億
円
増
加
し
、
約
百
三
十
九
兆
二
千
二
百
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、
物
価
高
騰
・
賃
上
げ
へ
の
取
組
や
、「
新
し
い
資
本
主
義
」



 

 

 

 

の
重
点
分
野
へ
の
投
資
等
を
推
進
す
る
た
め
、
約
一
兆
二
百
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
む
す
び
） 

以
上
、
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
中
、
国
民
生
活
や
事
業
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
こ
と
で
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
、
日
本
経
済
を
持
続
可
能
で
一
段
高
い
成
長
経
路
に
乗
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
本
補
正
予
算
の
一
刻
も
早
い
成
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


